
新機能および変更された機能

この章の内容は、次のとおりです。

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、現行リリースに至るまでにガイドの章に加えられた主な変更点の概要を示していま

す。ただし、今リリースまでのトピックへの変更点や新機能の一部は表に記載されていませ

ん。

表 1 : Cisco APIC 3.2(1x)の新機能および変更点に関する情報

参照先説明機能

ダイナミックブレイクアウト

ポート

100ギガビット (Gb) (4X25Gb)
のサポートが追加し、(ACI
モード)ではスイッチのダイナ
ミックブレークアウト N9K
C93180YC FXでプロファイリ
ングされQSFPポートで 40Gb
(4X10Gb)。

N9K-C93180YC-FXスイッチで
プロファイリングされ QSFP
ポートで拡張ブレイクアウト

サポート

ダウンリンクまたはアップリ

ンクをダウンリンクへのアッ

プリンクポートの変更をポー

トプロファイルの設定

サポートが追加された

N9K-C93180YC-FXスイッチ
ポートをアップリンクからダ

ウンリンクまたはアップリン

クをダウンリンクに変更する

ポートプロファイルの。

N9K-C93180YC-FXスイッチで
拡張ポートプロファイルのサ

ポート

ファイバチャネル接続ファブリック over FCトラ
フィックのサポート

ファイバチャネル NPV
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参照先説明機能

アクセスインターフェイスポート設定を複製のサポート

が追加されました。リーフス

イッチポートを設定すると、

設定をコピーし、他のポート

に適用できます。

ポート構成の複製

ブリッジングプロトコルのサポートに関す

る情報を追加、カプセル化で

フラッドブリッジドメインま

たは Epgのオプション。

カプセル化の拡張機能でフ

ラッドします。

表 2 :新機能および変更された Cisco APIC 3.1(2m)について

参照先説明機能

ダイナミックブレイクアウト

ポート

100Gb (4X25Gb)のサポートが
追加し、N9K C9336C FX2で
プロファイリングされ QSFP
ポートで 40Gb(4X10Gb)ダイ
ナミックブレークが (ACIモー
ド)でスイッチします。

N9K-C9336C-FX2スイッチで
プロファイリングされ QSFP
ポートで拡張ブレイクアウト

サポート

表 3 :新機能および変更された Cisco APIC 3.1 (1)について

参照先説明機能または変更

ブリッジドメインオプション2つのホストが Cisco ACIス
イッチにアクティブおよびス

タンバイのホストとして接続

されている場合、ブリッジド

メインごとの IP学習は無効に
なります。MAC学習は引き続
きハードウェアで発生します

が、IP学習は ARP/GARP/ND
プロセスからのみ発生しま

す。この拡張は、柔軟な導入

は、たとえば、ファイア

ウォールまたはローカルゲー

トウェイできます。

ブリッジドメインごとの IP学
習の無効化

新機能および変更された機能

2

新機能および変更された機能

新機能および変更された機能に関する情報



参照先説明機能または変更

MACsecMACsecは、暗号化キーにア
ウトオブバンド方式を使用し

て、有線ネットワーク上で

MACレイヤの暗号化を提供し
ます。MACsec Key Agreement
（MKA）プロトコルでは、必
要なセッションキーを提供

し、必要な暗号化キーを管理

します。

MACsec

カプセル化でフラッドCisco ACIスイッチの次世代
Asic以降と Cisco ACIリリー
ス 3.1 (1)以降では、すべての
プロトコルはカプセル化にフ

ラッディングされます。複数

の Epgが外部のスイッチでサ
ポートされている 1つのブ
リッジドメインします。2個
の EPGが同じ BDを共有し、
カプセル化のフラッディング

オプションがオンになってい

る場合、EPGフラッディング
トラフィックは他の EPGに達
しません。Virtual Connect (VC)
トンネルネットワークをCisco
ACIスイッチを使用しての課
題を克服します。

カプセル化でフラッド

新機能および変更された機能

3

新機能および変更された機能

新機能および変更された機能に関する情報



参照先説明機能または変更

次のトピックが削除されまし

た。

•基本 GUIを使用したテナ
ント、VRF、およびブリッ
ジドメインの作成

•基本 GUIを使用した適用
済みブリッジドメインの

構成

•基本GUIを使用したFCoE
vFCポートの展開

• APIC基本GUIを使用した
VSANドメインの作成

•トンネルインターフェイ
ス 802.1 qの設定、基本的
な GUIを使用して

•基本的な GUIを使用した
ダイナミックブレイクア

ウトポートの設定

GUIの基本的な手順はサポー
トされなくなりました

基本的な GUIトピックが削除
されます。

ダイナミックブレイクアウト

ポート

N9KC93180LC EXのブレーク
が (ACIモード)ではスイッチ
のダイナミック 100 Gb
(4X25Gb)のサポートが追加さ
れます。

N9K-C93180LC-EXスイッチ上
で 100 Gb (4X25Gb)ポートの
ブレイクアウトサポート

表 4 : Cisco APIC 3.0(x)の新機能および変更点に関する情報

参照先説明機能または変更

Epgの Q-で-Qカプセル化の
マッピング

このリリースでは、通常のイ

ンターフェイス、または、PC
または VPCでの VLANトラ
フィック ingressingの二重に
付きます、EPGにマッピング
できます。

Epgの Q-で-Qカプセル化の
マッピング
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参照先説明機能または変更

ブリッジドメインを適用 で

ブリッジング

サブジェクトエンドポイント

グループ (EPG)で、エンドポ
イントに pingできるの関連付
けられているブリッジドメイ

ン内のサブネットゲートウェ

イのみ enforcedブリッジドメ
インをサポートします。

この設定を有効にすると、そ

のサブネットゲートウェイに

pingを実行できる IPアドレス
のグローバル例外リストを作

成できます。

ブリッジドメインの適用

ポートアソシエーションを使

用してリーフスイッチ物理

ポートを構成する

GUIの手順を使用して、ここ
で、ポートを選択し、ポリ

シーを適用できます。

ポートのアソシエーションを

使用してリーフスイッチの設

定

表 5 : Cisco APIC 2.3(1e)リリースの新機能および変更点に関する情報

参照先説明機能または変更

802.1 qトンネリング使用するためのコアスイッチ

のポートを設定するようにな

りました Dot1qトンネル 複
数のお客様にします。アクセ

ス VLANを定義して、
corePortsを消費する顧客を区
別できます。MACラーニング
を無効にすることもできます

Dot1qトンネル 。

802.1 qさの改善点をトンネル

ポートチャネルポートチャネルでは、対称

ハッシュ化はサポートされて

います。

対称ハッシュ
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参照先説明機能または変更

アクセスインターフェイスリフレクティブリレーは、外

部ネットワークスイッチへの

ホストサーバから仮想マシン

のスイッチングを転送しま

す。同じ物理サーバ上の Vm
と、ネットワークの残りの部

分間の接続を提供します。こ

れにより、同じサーバ上のVm
の間のトラフィックに適用す

る Cisco APICで設定するポリ
シーができます。

リフレクティブリレー
(802.1Qbg)

トラフィックストーム制御トラフィックのタイプごとに

ストーム制御を個別に設定で

きます。

マルチキャスト/ユニキャスト
差別化トラフィックストーム

制御

表 6 : Cisco APICリリース2.2(2e)の新機能および変更点に関する情報

参照先説明機能または変更

Cisco APIC Layer 2
Configuration Guide

このガイドのトピックにから

収集された Cisco APICの基本
的なコンフィギュレーション

ガイド し、次の APIC記事。

• Cisco ACIと 802.1 qトン
ネリング

•ドメインを使用して特定
のポートを Cisco APIC
EPGの導入を添付エン
ティティプロファイル、

および Vlan

• Cisco APICとトラフィッ
クストーム制御

• Cisco APICとダイナミッ
クブレイクアウトポート

• Cisco APIC and Proxy ARP

• Deploying an EPG on a
Specific Port Using Cisco
APIC

ドキュメントの再編成
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表 7 : Cisco APIC 2.2(1n)リリースの新機能と変更された動作

参照先説明機能

FCoE接続FCoEover FEXポートを設定で
きるようになりました。

FCoE over FEX

アクセスインターフェイスこのリリースでは、サポート

はインターフェイスのCDPの
FEXのデバイスに追加されま
した。

CDP FEXデバイスへのイン
ターフェイスでのポリシーで

はサポート

802.1 qトンネリング802.1 qをここで設定できる
QoS (QoS)の優先順位の設定
と、ファブリックにイーサ

ネットフレームのトンネリン

グをポイントするマルチポイ

ントの有効化するエッジポー

トでトンネル。

802.1 qトンネリング

ダイナミックブレイクアウト

ポート。

(4 X 10ギガビットブレイク
アウトケーブルを Cisco 40ギ
ガビットで接続されている)
4-10ギガビット対応 (ダウン
リンク)デバイスに接続するに
は、40ギガビットイーサネッ
ト (GE)リーフスイッチポー
トを有効にするのには、4-10
ギガビットポートには、(分
割)ブレイクアウトを 40GE
ポートを設定します。

ダイナミックブレイクアウト

ポート

表 8 : Cisco APIC 2.1(x)リリースの新機能および変更点に関する情報

参照してください NX-OSスタ
イル CLIを使用してトラ
フィックストーム制御ポリ

シーの設定 で トラフィック

ストーム制御 。

トピックは、NX-OSスタイル
CLIを使用する新しい」のト
ピックに置き換えられまし

た。

「CLIを使用したトラフィッ
クストーム制御ポリシーの設

定」のトピックの改訂
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表 9 : Cisco APIC 2.0(2x)リリースの新機能および変更点に関する情報

参照先説明機能または変更

トラフィックストーム制御高度な GUIリビジョンがへの
ナビゲーションパスに変更

が、 ストーム制御インター

フェイスポリシー作業ウィン

ドウ。

」のトピックをリビジョンの

設定、トラフィックストーム

制御ポリシーを使用して、高

度な GUI 。

『Proxy ARP』CiscoACIのプロキシARPは、
ネットワークまたはサブネッ

ト内のエンドポイントが、別

のエンドポイントのMACアド
レスを知らなくても、そのエ

ンドポイントと通信できるよ

うにします。プロキシARPは
トラフィックの宛先場所を

知っており、代わりに、最終

的な宛先として自身のMACア
ドレスを提供します。

『Proxy ARP』

表 10 : Cisco APICCisco APICリリース 2.0(1m)の新機能と変更された動作

参照先説明機能または変更

FCoE接続ACIファブリックを介
したFCoE接続の実装
に関する概要と設定

のトピック。

Fibre Channel over Ethernet
（FCoE）サポート

表 11 : Cisco APICCisco APICリリース 1.3(1g)の新機能と変更された動作

参照先説明機能または変更

NX-OSの CLIを使用して EPG
を特定のポートに導入するた

めの AEP、ドメイン、および
VLANの作成

NX-OSスタイルの CLIを使用
した、APICを持つ特定のポー
トへの EPGの導入

削除されたオブジェクトは、

CLIの手順をモデル化し、NX
OSスタイルCLIの手順に置き
換えられます。

-
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